
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究主題  

 

 

 

 

２ 公開授業の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中連携事業の公開授業 開催中！！ 

嬉野市立嬉野中学校：11月 11日（木） 

E-MAIL : ureshino-j@education.saga.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特色ある地理的事象を他地域の事象と関連付

けて多面的・多角的に考察し、表現する力を

育成する授業！ 

学力向上だより 

 

学力向上だより 

 

令和３年 12 月１日（水）・２日（木）に実施した佐賀県小・中学校学習状況調査については、採点や採点結

果のシステム入力等、各学校において円滑に取り組んでいただきありがとうございます。SEI-Net の「諸調査

集計・分析システム」において、令和４年１月１４日（金）からは個人票、同年１月２１日（金）からは各学校

の詳細な分析データをダウンロードができる予定ですので、有効に御活用ください。 

第８３号 Ｒ３.12.21（火）

佐賀県教育庁教育振興課 

【結果返却について】 子どもたち一人一人に「どこにつまずいているのか」「どうしたらよいか」を具体的に 

           伝えるようにしましょう。 

【校内研修について】 誤答分析に加えて、学級や学年だけでなく、学校全体で課題を共有しましょう。 

 

【校区テーマ】 小中連携による基礎・基本の定着と主体的・対話的な学びによる問題解決能力の育成 

【学校テーマ】 自ら学び、考え、表現できる生徒の育成～言語活動を工夫した授業づくりを通して～ 

学 年： ２年生 社会 

指導者： 中村 桃子 先生 

単元名： 日本の諸地域（中国・四国地方） 

めあて： 交通網の発達に注目して地域を見てみよう 

４人構成の８つ
のグループに割り
当てられた異なる
資料からそれぞれ
が読み取れる内容
をボードにまとめ
ている場面です。 

2022 年の新幹線開通は嬉野市に良い影響を与えるか否か？ 

新幹線開通の是
非について、住民の
アンケート結果に
目を通して、グルー
プの考えをまとめ
ている場面です。 

県教育委員会では、１２月調査を基幹調査に位置付け、ＰＤＣＡサイクルによる学力向上に向けた取組を推

進しています。大切なことは、調査結果を分析し、そのことを年度内の補充的な指導や今後の授業改善につな

げて、子どもたちの学力の定着を図ることです。また、調査結果をもとに次年度の計画を立てることです。基

幹調査としての趣旨を踏まえ、今後の取組の充実に向けて積極的に活用していただきますようお願いします。 

 

県調査結果を授業改善に向けた取組につなげましょう 



 

 

 

 

 

 

１ 研究主題  

 

 

 

２ 公開授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究主題  

 

 

 

 

２ 公開授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊万里市立東陵中学校：11月 12日（金） 

E-MAIL: toryo-j@education.saga.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震の揺れが伝わるまでの時間と

距離の関係について考える授業！ 

 
みなさん、文化発表会では熊本地震の劇をしましたね。地震の揺れが

伝わるまでの時間と距離には、何か関係があるのでしょうか。 

既習事項をもとに、自分の考えを

説明する授業！ 

吉野ヶ里町立東脊振小学校：11月 17日（水） 

E-MAIL : higashisefuri-e@education.saga.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
６÷３という計算はできるようになったけど、１÷５は

どうすればよいのかな。 

【校区テーマ】 小中連携による基礎学力を身につけ、かつ主体的に学ぶ児童生徒の育成 

【学校テーマ】 基礎学力の定着と学びに向かう力を高める指導方法の工夫 

学 年： ４年生 算数 

指導者： 實松 由美子 先生（T1）、筒井久美子 先生（T2） 

単元名： 小数のかけ算やわり算 

めあて： １÷５の計算のしかたを考え、説明しよう 

 

学習の振り返
りをしている様
子です。 

タブレットを
使って、自分の考
えを紹介しなが
ら、話し合ってい
る様子です。 

【校区テーマ】 小中連携による自ら学びに向かう児童生徒の育成 

【学校テーマ】 互いに学び合う学習活動を通して 

学 年： １年生 数学 

指導者： 東嶋 友美子 先生 

単元名： 変化と対応 

めあて： 地震が発生してから、地震の揺れが伝わるまでの時間と 

距離の関係について考えてみよう 

 

生徒の学習プリ
ントを電子黒板に
提示し、考えを確
認し深めている場
面です。 

生徒の考えをも
とに、比例の関係に
あることを全体で
確認している場面
です。 



 

 

 

 

 

 

１ 研究主題  

 

 

 

 

２ 公開授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究主題  

 

 

 

 

２ 公開授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

嬉野市立嬉野小学校：11月 19日（金） 

E-MAIL: ureshino-e@education.saga.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比べるポイントをもとに、分かりやすい

説明の文章を書く授業！ 

伊万里市立大川小学校：11月 17日（水） 

E-MAIL: okawa-e@education.saga.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図を使って順にもどしながら式を立

て、互いに交流して考える授業！ 

 
どんな言葉を使って、どんな順番で文章を書いたら、分

かりやすい文章になるでしょうか。 

【校区テーマ】 小中連携による基礎・基本の定着と主体的・対話的な学びによる問題解決能力の育成 

【学校テーマ】 自分の考えを表現できる児童の育成～「書くこと」の指導を通して～ 

学 年： ２年生 国語 

指導者： 川﨑 恵美 先生 

単元名： 「にているけど、ちがうもの図鑑」をつくろう 

めあて： 表を見て、分かりやすいせつめいの文しょうを書こう 

 

くらべるポイン
トをまとめた表を
もとに、説明の文
章を書いている様
子です。 

「紹介コーナ
ー」で、書き上げ
た文章を友だち
に紹介している
様子です。 

 
順にもどしながら、はじめの数を求めるには、どのよう

に考えて式を立てたらいいでしょうか。 

【校区テーマ】 小中連携による自ら学びに向かう児童生徒の育成 

【学校テーマ】 自分の考えをもち、主体的に学ぶ児童を育てる算数科学習指導の研究 

学 年： ４年生 算数 

指導者： 石橋 美玲 先生 

単元名： 図を使って考えよう 

めあて： はじめの数をもとめるときに、どんな式になるのか考えよう 

 

整理した図を
もとにして、自
分が考えた式を
ノートに書いて
いる様子です。 

図をもとにど
のような式を立
てて答えを求め
たのか、グループ
で話し合いをし
ている様子です。 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学力向上だより」についての感想などをお聞かせください。 
 「第○号のあの記事が参考になった」、「こういった内容を取り上げてほしい」など、先生方の感
想や御意見をぜひお聞かせください。お待ちしています。 

また、「私の取組紹介」のコーナーでは、先生方の実践や授業アイディアを随時募集しています。
自薦、他薦は問いません。どうぞお気軽に！  

どちらも次のアドレスまで送信ください。 【アドレス】gakuryoku-k@pref.saga.lg.jp  

 

【配信期間】令和 3年 11 月中旬～令和４年１月 28 日（金） 

【内  容】小学校国語、小学校算数、中学校国語、中学校数学 

      ※詳細については、各学校に送付しています実施要領等を 

       御覧ください。 

※ C２とは Continue（継続）と Complete（徹底）の頭文字です。 

【耳にたこ？】「継続と徹底」、その大切さは十分にわかっているのですが、容易でないこ
とも事実です。自身を返りみても反省することばかりですので、皆で取り組むとなると更に
難しいように感じるところですが、集団となれば互いに声をかけたり、アドバイス等しあっ
たりするために続けることができ、続けた者にしかわからない経験をしたり、成長を感じた
りするものです。そのために必要なことはやはり真に「共通認識」を持ち、皆が同じスター
トラインに立ったという集団の意識が大切ではないでしょうか。学力向上の検証改善サイク
ルは、C→A→P→D に向かいます。今、意識を束ねていく大切さを感じます。 

Ｃ２-TIME 
 

各学校の結果分析

とあわせて御活用

ください！ 

 

【配信期間】令和４年２月上旬～令和４年３月中旬（予定） 

【内  容】〇県調査の結果について 〇学力向上に関する取組について 

      ※詳細については、各学校に送付しています実施要領を 

御覧ください。なお、視聴方法等につきましては、後日 

お知らせします。 

県調査結果を有効に

役立てましょう！ 

現在、「全国調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会」をオンデマンドで配信しています。 

これは、国立教育政策研究所の「令和３年度全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に

向けた説明会」における内容を基に、本県における各教科の調査結果を含めて紹介しています。各学校におい

て御視聴いただき、今後の学習指導の改善・充実を図る際の参考として御活用ください。 

今年度は、「令和３年度学力向上の充実に向けた研修会」をオンデマンドで配信する予定にしています。基幹

調査としての県調査の結果を踏まえた説明を御視聴いただき、今後の各学校における学力向上に向けた取組の

推進にお役立てください。 

「全国調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会」について 

「令和３年度学力向上の充実に向けた研修会」について 



 【佐賀県小・中学校学習状況調査】 

日付 曜

12月1日 水

12月2日 木

12月3日 金 誤
12月4日 土

12月5日 日

12月6日 月

12月7日 火

12月8日 水

12月9日 木

12月10日 金
12月11日 土
12月12日 日
12月13日 月
12月14日 火
12月15日 水
12月16日 木
12月17日 金
12月18日 土
12月19日 日
12月20日 月

12月21日 火

12月22日 水

12月23日 木

12月24日 金

12月25日 土

12月26日 日

12月27日 月

12月28日 火

12月29日 水
～
～
1月3日 月

1月4日 火

1月5日 水

1月6日 木

1月8日 土

1月9日 日

1月10日 月

1月11日 火

1月12日 水

1月13日 木

1月15日 土

1月16日 日

1月17日 月

1月18日 火

1月19日 水

1月20日 木

1月22日 土

1月23日 日

1月24日 月

1月25日 火

1月26日 水

1月27日 木

1月28日 金

1月29日 土

1月30日 日

1月31日 月

2月1日 火

2月2日 水
2月3日 木
2月4日 金
2月5日 土
2月6日 日
2月7日 月
2月8日 火
2月9日 水

2月10日 木

2月11日 金

2月12日 土

2月13日 日

2月14日 月

2月15日 火

2月16日 水

2月17日 木

2月18日 金

2月19日 土

2月20日 日

2月21日 月

2月22日 火

2月23日 水

2月24日 木

2月25日 金

2月26日 土

2月27日 日

2月28日 月

１
月
上
旬

月
下
旬

　
月
中
旬

金 調査結果の提供（個人）公開予定

データ入力完了（正午）1月7日 金

1月14日１
月
中
旬

令和３年度県調査の実施から結果活用までの流れ

【参考】PDCAサイクル 調査実施から結果活用までの流れ

調査実施　採点・入力開始

　
月
上
旬

３
月

1月21日 金

２
月
下
旬

２
月
中
旬

２
月
上
旬

１
月
下
旬

調査結果の提供（学校）公開予定
公開終了　　３月２５日（金）１７：００予定

上旬

学級担任・教科担

任等による採点・

入力

□自校採点の結果を踏まえ、冬休みの
取組を強化しましょう

□調査結果を活用した授業改善を本格的に開始しましょう
□明確な目標をもって取組を行いましょう
□当該年度の基礎的な学習内容を確実に定着させましょう

□令和４年度に向けて
・年度内の仕上げ
・次年度の計画立案

□学校

・児童生徒の学習内容の定着状況の把握

・今年の学習指導の効果を検証する機会

□子ども

・当該学年での学習内容の定着状況を把握する

機会 □解答用紙を基に子どもたちの誤答を分析しましょう
□子どもたちのつまずきを発見し、指導につなげましょう
□マイプランの振り返りを行いましょう

□学習内容の定着が不十分である問題を解説しましょう
□調査問題を活用した授業づくりを行いましょう

12

□令和４年度の取組計画を基に、授業改善に向けた
取組の継続を図りましょう。

12

12

Ｃ 授業等における調査問題の
解説及び活用

誤答傾向の把握及び分析

調査問題の冬休み
課題等への活用

冬休み課題の確認

調査結果を活用した授業改善

校内研修において全職員
による課題の共通理解

令和３年度第２回学力向上対策評価シート提出

令和４年度の取組計画の立案

Ａ

Ｐ

Ｄ 校内研修において全職員による取組の
共通理解と共通実践

調査問題の春休み課題等への活用


